
 

 

 

原子炉圧力容器基礎ボルトの耐震計算に用いる縦弾性係数の比 
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1. 概要 

本資料は，柏崎刈羽原子力発電所第7号機における，原子炉圧力容器基礎ボルト（以下「基礎ボ

ルト」という）の耐震計算に用いる“ｎ：基礎ボルトと原子炉本体基礎の縦弾性係数の比（ｎ＝

Ｅs/Ｅc）”について，縦弾性係数の比を1としている理由を説明するものである。 

Ｅc：原子炉本体基礎の縦弾性係数 

Ｅs：基礎ボルトの縦弾性係数 

 

2. 各縦弾性係数のエビデンス及び縦弾性係数の比の根拠について 

建設時の告示第501号より基礎ボルト及び原子炉本体基礎の縦弾性係数を表－1に示す。 

原子炉圧力容器本体が設置されている原子炉格納容器ペデスタルは，基礎ボルトと同じ鋼製で

あることから，基礎ボルト及び原子炉本体基礎の縦弾性系係数に差がほとんどなく，表－1より，

評価温度（171℃）における縦弾性係数の比がｎ＝1.0581となる。 

この比率より，基礎ボルトの評価結果に与える影響が限りなく小さいものであると考えられ，

縦弾性系係数の比をｎ＝1としている。 

 

表－1 基礎ボルト及び原子炉本体基礎の縦弾性係数 

材質 種類 150 175 ［℃］

Ec ペデスタル

Es 基礎ボルト SNCM439 合金鋼Cr≦3% 20400 20316 199000 20300

［kg/mm2］［kg/mm2］ ［MPa］ ［kg/mm2］

171

単位換算

 

 

3. 縦弾性係数比の影響について 

縦弾性係数の比が増加することで引張応力は増加し、圧縮応力は減少する事となる。 

しかしながら，今回の耐震評価では評価結果が全面引張となることから，縦弾性係数の比によ

る影響はなく，比を変えた場合でも，計算結果は変わらない。 

これは，全面引張（α＝0）となる場合に別紙に示す通り，評価式から縦弾性係数の比が含まれ

なくなるためである。 

 

 

以上



 

 

別紙 

 

原子炉圧力容器基礎ボルトに発生する引張応力における縦弾性係数の比の補足説明 

 

原子炉圧力容器基礎ボルト（以下「基礎ボルト」という）に生じる引張応力σt 及び原子炉本体

基礎の圧縮応力σcは，既に認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-5-1-1「原子炉圧力容器基礎ボルト

の耐震性についての計算書」に示す計算式に基づき，断面積の等しい等価な円筒に置き換え（図1

を参照），外荷重と応力の釣合いから，中立軸の位置，基礎ボルトの引張応力，原子炉本体基礎の

圧縮応力，軸力及び曲げモーメントにより算出する。 

今回の補正申請工認では，基礎ボルトの全面で圧縮応力が発生しない，全面引張応力状態である。

全面引張応力状態では，中立軸が存在せず，次式にて表される。 

 

 

 
    

ここで，Ｎ ： 軸力 [N] 

ｒ ： 基礎ボルトの等価円筒の中心半径 [㎜] 

ｔ1： 基礎ボルトの等価円筒板厚[㎜] 

Ｍ ： 曲げモーメント [N･㎜] 

 

上式より，基礎ボルトと原子炉本基礎の縦弾性係数の比（ｎ＝Ｅs/Ｅc）が上式に表れていないた

め，基礎ボルトの引張応力発生時においても縦弾性係数の比による影響はない。 

 

注記：Ｅs：基礎ボルトの縦弾性係数 

Ｅc：原子炉本体基礎の縦弾性係数 

 

 




